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 博多と天神をチューリップで結ぶ「福博花しるべ」が開催されます。見ごろ

は３月下旬から４月上旬です。うららかな春の陽を感じながら、散策されてみ

てはいかがですか？ 

 花に集う、まちに遊ぶ、暮らしを飾る 

“福博花しるべ”ガーデニングショー 
 ◆開催期間 ４/４（土）～４/１２（日） 

 ◆開催場所 天神・警固公園ほか 

 
 今年も、天神のオアシス警固公園で開催！ 

 「ハンギングバスケットコンテスト」や、各団体が工夫をこらした「花壇

コンテスト」も毎年好評で、市民の皆さまに楽しんでいただいています。 

 「緑のコーディネーターによる体験講座」も行われます。フラワーカフェ

やグリーンマルシェなど、その他にもお楽しみイベントが満載です。皆様の

お越しをお待ちしています。 

 

 詳しい内容はホームページをご覧ください。 ★http://hana-shirube.jp/ 

 福岡所の歴史を彩る約1000本の桜と 

城壁のライトアップは圧巻。 

 体験イベントやボランティアガイド，グ

ルメ屋台も楽しめます。 
 
◆開催期間 3/2６（木）～4/５（日） 

◆ライトアップ 18：00～22：00 

◆開催場所 「福岡城跡」（舞鶴公園） 

 
（桜の開花状況、その他の状況により開催の期

間を変更する場合があります。）  

 
 詳しい内容はホームページをご覧ください。 

 ★http://saku-hana.jp/ 

 福岡城 さくらまつり 

    昼は鮮やか 

    夜は艶やか 

 記事投稿のしかた 

本誌に記事を載せたい方は事務

局にご連絡の上、記事内容を書

面（メール可）で提出してくだ

さい。記事の量によっては、重

要箇所のみの掲載となります。

活動参加者募集等を行う場合

は、必ず連絡先、連絡方法を明

記してください。３月号（３月

２０日前後発）への投稿〆切は

３月１０日です。それ以降の投

稿は３月号への掲載になりま

す。 
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“大濠保育園保護者研修会”「多肉植物の寄せ植え」（活動報告） 

     

大濠保育園の園長先生から、保護者参観の後の

保護者研修会で、親子で楽しんで自然にふれあえ

る「多肉植物の寄せ植え教室」をお願いしたいと

のご依頼を頂き、ご家族５０組以上での参加で教

室を行いました。 

今回は多肉苗を1つ植え込んだあと、ガーデンマ

スコットや木の実、ミニスコップなど小物をたく

さん用意し、思い思いのミニガーデンを作ってい

ただきました。 

ご家族で仲良く植え込みや飾り付けを楽しんで

いただいた後は、簡単に育て方をお話しし、その

後質問タイム。 

 《緑のコーディネーター 渡辺しおみさん》 

【日 時】２月７日（土）11：00～12：00 

【場 所】大濠保育園ホール 

そして、園長先生からは「最近はゲームやDVD

など様々なメディアが身近な存在になり、仕事や

家事、育児に追われ、ついつい子ども達に与えて

しまい、親子での時間が減少する傾向にあるよう

で、今回の教室を通して、親子で過ごす時間の大

切さを見直してほしい」とのお話がありました。 

園では日頃から子ども達とたくさんの植物の世

話をしているらしく、好奇心旺盛な子ども達から

は次々と手があがりました。 

「多肉植物は何種類ありますか？」「どうして

多肉っていう名前なんですか？」「お花はいつ咲

きますか？」「植物の始まりはいつですか？」な

ど、可愛らしくも大人顔負けの質問も飛び出し、

ちょっとしたミニ授業に、私も楽しいひとときを

過ごさせていただきました。 

土にふれる事はだれにとっても癒しになります

し、多肉植物は可愛らしく手間もあまりかからず、

季節の変化も楽しめる事が出来るので、親子で育て

るにはぴったりな植物だと思います。 

植物を育てる事が、親子のコミュニケーション作

りのきっかけのひとつとなれば、大変嬉しいです。 

保護者参観が終わって親子が
次々と集まってきました 

ホールは子ども達と父兄で 
いっぱいになりました 

親子で仲良く植え付けを
行いました 

動物やミニスコップをどこに飾
るか悩みます 

園長先生に作品を見せに来ました 
「上手にできましたね」 

作品を手に笑顔で記念撮影 
「大切に育ててくださいね」 
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飯塚市『花いっぱい』の取り組み 
 《緑のコーディネーター 吉松晃子さん》 

 
 飯塚市では2月7日から「いいづか雛（ひいな）の

まつり」が開催中です。会場前の花飾りは、統一され

たデザイン・色合いで、「飯塚市花いっぱい推進協議

会」ボランティアの皆さま方の力作ぞろいです。 

 「花子とアン」で脚光を浴びた「旧伊藤伝右衛門

邸」は、全方向から人の目に付く場所に綺麗な花壇が

あり、流木や石・苔・ハンギングバスケットの花飾り

飯塚市役所の正面玄関  飯塚信用金庫の花飾り コスモスコモンの花飾り 

「花いっぱい」の取り組みは、なんと、今年で48年

目。推進委員会の藤江文雄会長・宮川洋平副会長の

お話によると、戦後すぐに、当時の市長が「石炭で

賑わった町を、これからは花の町にしよう」と活動

が始まり、現在会員数は1000人以上、協力団体は

170を超え、各町内に花壇が広まったそうです。 

 飯塚市役所の都市計画課の中に「飯塚市花いっぱ

い推進協議会」事務局があり、市民や団体からの寄

付を募り、その資金で花苗を配って、ボランティア

の会員の日々の努力によって花壇が増えて整備され

ています。更に、春と秋の年２回「花壇コンクー

ル」を実施し、各種講習会やＰＲ活動も積極手に行

われています。 

（背中合わせの両面）が、とても華やかです。飯塚信用金

庫の本店と幸袋支店、市役所前には、竹を細く加工して球

体（てまり）のように仕立て、朱色と金の紐を数箇所結ん

だ中に花飾りが設置してあります。下に敷いた寒水石の白

と、苔の生き生きした緑、枠と台座の黒、色のメリハリが

あり、目の高さのハンギングバスケットは金銀の扇に映え

て、パッと目を引きます。 

 コスモスコモン、歴史資料館にも、手入れの行き届い

た、その場の雰囲気に合った立派な花飾りがありました。 

 「花壇コンクール」は１次審査（写真・書類）通過団体

が、２次審査へと進みますが、興味深いのは、審査基準の

加点ポイントに「種から育苗」があることです。限られた

予算の中で多くの方々に花苗を配布するには限界があるの

で、種からの育苗を推進しているそうです。審査委員は審

査当日だけではなく、「どの配布種が、どの位成長してい

るか？」抜き打ちで頻繁にチェックされ、花壇の維持管理

が良好なコミュニティのもとに実施されているかも目を

配っているそうです。 

 昨年の最優秀賞・市長賞受賞団体は、活動の予定・当番

表（花の手入れ・清掃）・報告などを毎月発行し、次点

だった団体は「何処が違うのか？」花壇視察に訪れて、各

団体が美しさを競い合い、「花いっぱい」が広まっている

ようです。 

 今回、お話を伺い、「花いっぱいで華のあるまちに」を勧める「飯塚市花いっぱい推進協議会」の皆さまの熱意・

行動力・チームワークの良さに心を打たれました。また、引き続き、益々興味深いお話が聞けそうな予感がしま

す。私たちも見習って、頑張っていこうと思いました。 

旧伊藤伝衛門邸の花壇    歴史資料館   飯塚信用金庫本店 
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「ななつ星」で、花飾りが進む うきは市 
 《緑のコーディネーター 吉松晃子さん》 

 

ＪＲ九州の豪華寝台列車「ななつ星 in 九州」

は、春のダイヤ改正で、３月17日から、うきは

駅に毎週火曜日約10分間の一時停車することに

なりした。 

これは、線路のそばにある保育所の園児たち

が、一昨年10月の運行初日から「ななつ星」通

過時に「いってらっしゃーい」と声を上げなが

らお見送りを続けていることや、「うきは市」の

数回にわたる歓迎行事開催など、地元の歓迎の

取組に応える形で、昨年11月に決定しました。 

これを受けて、うきは市観光協会・商工会・

婦人部では「花飾り」でおもてなしを提案し、

有志による「ガーデニングクラブ」が発足、2月

８日から開催の「筑後吉井おひなさまめぐり」

観光客の歓迎もあり、昨年末より一気に、花飾

りの活動が進みました。 

「ななつ星」停車の、うきは駅には、ハンギ

ングバスケット８個・プランター２０個を飾り、

「おひなさまめぐり」最寄駅となる、筑後吉井

駅にもハンギングバスケット２個・プランター

２０個、駅前花壇の植え替えもして、殺風景

『うきは駅』 
「ななつ星」がこの駅に停まります 

『うきは駅』 
看板の左右にハンギングをかざりました 

「筑後吉井駅」は白壁の町の雰囲気を持つ、モトーンの建物なので、

黄色やピンク・オレンジの明るい花彩られて、改札口付近が華やかにな

りました。 

駅前花壇は、一人勤務の駅長さんが管理されていたのですが、手が回

らずにマリーゴールドが立ち枯れたまま放置されていましたので、「ガー

デニングクラブ」のメンバー初仕事で早春の花壇に生まれ変わりまし

た。 

 

「おひなさまめぐり」期間中（4月３日迄）は、「うきはスイーツめぐ

り」も同時開催中で、町の中心部・交流広場で「ガーデニングクラブ」

作品展も企画中とのことです。近くに吉井温泉・筑後川温泉・原鶴温泉

もありますので、花とスイーツも同時に満喫できます。 

 春のお出かけに、みなさん、如何でしょうか？ 

だった駅が見違える程、華やかになりました。 

この活動にご尽力された「日本ハンギングバス

ケット協会」公認講師：古賀重子先生に、興味深い

お話を伺うことが出来ましたので、ご紹介いたしま

す。 

「駅に花を飾る」目的は皆同じなのですが、駅の

何処に飾るか？となると、「駅前」と思う人もあれば

「改札口」と思う人もあり、駅構内のホームは長い

ので花が点在しても風景に同化して全く目立ちませ

ん。利用者の動線を邪魔せず、停車中の車窓に映え

る場所。そして、広い空間に効率的に花を飾る場所

は、「駅に着いて、まず、見る場所」「駅名の看板」

でした。 

 ハンギングバスケットは、見る人の目の高さに飾

ることができますので、「うきは駅」看板の左右に、

スタンドの高さを変え

る工夫をして（両端を

高く見せるためにブ

ロックの上に乗せる＊

写真参照）飾り、プラ

ンターは白で統一し、

明るい花色で並べてあ

ります。 

  『筑後吉井駅』 
  改札口付近が明るくなりました 

 『筑後吉井駅』 
 駅前の花壇も早春の装い 
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みなさん真剣に取り組んでいます 

 きれいなしめ飾りが完成 

緑のコーディネーターによる体験講座（活動報告） 

■ モダンなしめ飾り  ～小田部公民館～                          

 《緑のコーディネーター 折井由記子さん》 

【日 時】平成26年11月26日（火）10：00～12：00 

【場 所】小田部公民館 

【講 師】折井由記子  

【参加人数】２１名 

 

小田部公民館さんからの依頼で１０月に「多肉植物のこけ玉風アレ

ンジ」の講座をさせていただきました。今回は「しめ飾り」を小田部

校区の皆様と作ることになりました。 

始めて作る方がほとんどでしたが、ご自分の作品に満足され「どん

ど焼きに出すのがもったいない」とおっしゃる方も多数いらっしゃい

ました。 

中には「お嫁さんにあげるのよ」という方もいらっしゃいました。

嬉しいですね。 

このような講座を通じて、小田部中央公園で活動されている『小田

部きれい花隊』のメンバーが増えると嬉しいですね。 

私達が活動している『原北花道隊』もメンバー募集中です。 

『原北花道隊』 

 

福岡市立原北小学校（早良区南庄）の外周部に花を植えています。子ども達や地域住民の癒しとなる

よう楽しく活動を続けています。 

興味がある方はお電話してください。 ０７０－５４１３－７８３８（折井由記子） 

「福岡市緑のコーディネーター１０周年記念花壇」制作にご参加ください 

平成１７年度に始まった福岡市緑のコーディネーター制度が、今年で１０年目を迎えます。つきまし

ては、これを記念する「福岡市緑のコーディネーター１０周年記念花壇」を舞鶴公園に制作し、「福岡

城さくらまつり」の来場者を華やかにお出迎えしたいと思います。 

花壇デザインは１期生を代表して、石井康子さんにお願いしました。

１０周年を表す「１０」と、桜の花びらをイメージしたデザインです。 

以下の日程で花壇制作を行いますので、皆さまぜひご参加ください。 

 

日時：平成２７年３月１０日（火）１３時半～１５時半 

場所：舞鶴公園藤園 花壇 約１０㎡ 

作業：デザイン図面に沿って、花苗の植付を行います。 

申込方法：みどり課企画推進係まで、電話（℡092-822-5832）でお申込み下さい。 

    花壇設置場所     花壇イメージ 

    サインイメージ 

 



 

福岡市植物園からのお知らせ（情報提供） 

こんにちは。福岡市植物園です。まだまだ寒い日が続きますが、植物園ではウメやシナマンサク，ク

リスマスローズなどの花々が見ごろを迎えています。また，入口広場花壇では，早咲きの菜の花（カン

ザキハナナ）がかわいらしい黄色の花を咲かせています。一足早く春の訪れを感じてみませんか？ 

さて、今年も３月１７日（火）より、第１７回福岡市植物蘭展を開催します。ランの愛好団体による

各種ランの展示や緑のコーディネーターによる体験講座、ランの販売を行います。また、３月２２日

（日）に福岡中央高等学校吹奏楽部によるガーデンコンサートを開催いたします。皆様のご来園を心よ

りお待ちしております。 

 今年も福岡市緑のまちづくり協会では“花と緑のまちづくり賞”“花と緑のまちかど

写真コンテスト”を開催します。皆さまのご応募をお待ちしています。 

  
◆詳しくは同封のチラシをご覧ください。 

 第16回 花と緑のまちかど 

写真コンテスト作品募集 
◆募集期間 平成27年 4/1～8/31 

  第13回 花と緑の 

 まちづくり賞募集 
  ◆募集締切 平成27年5月31日 

○第１７回福岡市植物蘭展 

期間：３月１７日（火）～２２日（日） 

主催：福岡市植物園  

共催：（公財）福岡市緑のまちづくり協会 

協力：福岡洋らん会、福岡蘭会、扶桑蘭協会、福岡市園芸協力会（順不同） 

詳細は３月上旬に配布予定のチラシをご覧ください。 

                   

○イベント 

・さくらのクイズラリー         3/29（日） 

○展示会 

・第19回植物画コンクール入賞作品   2/21（土）～ 3/1日（日） 

○観察会 

・旬の植物ガイド            3/7（土）開催（〆切2/21（土）） 

 

詳しくはホームページ又は市政だよりをご覧ください 

☆植物園ホームページ http://botanical-garden.city.fukuoka.lg.jp/  

クリスマスローズ（針葉樹園） ウメ（郷土樹木園） 


